
図１　カーボンナノチューブの形の概念図

板状：グラファイトシート

筒状：カーボンナノチューブ
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日本で最大級の公的研究機関である「国立研究開発法人産業技術総合研究所」
（通称	産総研）は、日本の産業や社会に役立つ技術の創出とその実用化や、
革新的な技術シーズの事業化に向けた取り組みを行う中核的な機関です。こ
のコーナーでは毎回、福井県の企業が深く関わる研究開発について、研究者
の方々からご紹介いただきます。

「めっき被膜の高性能化を目指して」
歴史ある表面処理加工技術と新素材の融合

国立研究開発法人産業技術総合研究所　機能化学研究部門　　
スマート材料グループ　研究グループ長　松澤 洋子

カーボンナノチューブの分散
　カーボンナノチューブ（ＣＮＴ）はグラファイトシートがく
るっと丸まった、筒状のかたちをしています ( 図 )。グラファイ
トの層が１層のものを単層カーボンナノチューブ（ＳＷＣＮＴ）、
多層のものを多層カーボンナノチューブ（ＭＷＣＮＴ）と区別し
ています。特にＳＷＣＮＴはとても細く、直径が約１ｎｍ程度で
あり、細長い特徴的な構造がもたらす様々な性能・特徴、例えば、
その優れた引張強度や弾性率を活かした強化複合材料への展開
などに、数多くの人々が魅せられています。しかしながら、ＣＮ
Ｔは細長い形故に非常に絡まりやすく、水や有機溶媒といった溶
液に溶けにくく、加工がしづらいという課題を抱えていました。
私たちは、こういったＣＮＴの使いづらさを解決するために、水
に効率よく分散することのできる分散剤や分散手法について研
究開発を行っていました。

ＣＮＴ複合めっき
　産総研には、研究者の活動を中小企業様のニーズと引き合わせる役目をする連携コーディネータという役職があ
ります。私たちの研究活動を知った連携コーディネータが、ＣＮＴを複合させためっき膜の作製に取り組もうとし
ていた表面処理加工メーカーのアイテック㈱（鯖江市）に、産総研の技術を紹介させていただいたことにより、Ｃ
ＮＴ複合めっきの共同開発がはじまりました。めっき加工技術は歴史が長く、様々なものが知られております。近年、
被膜の機能性を向上させるために、ナノ粒子を複合化させた複合めっきも知られるようになってきましたが、そも
そも溶媒に溶けにくいＣＮＴを様々な成分が溶け込んでいるめっき液に複合化させることは、課題も多く、始めた
当初はかなり試行錯誤でした。アイテック㈱の新事業開発本部の皆さまと、まずは試験的に開始したこのＣＮＴ複
合めっきの開発は、福井大学の岩井善郎先生他のグループとともに、アイテック㈱を総括研究代表者とする戦略的
基盤技術高度化支援事業（２０１２年―２０１４年）に採択されました。このプロジェクトでは、少なくとも年に
複数回の進捗報告会がふくい産業支援センターで開催されました。冬季は新幹線から北陸本線への乗り換えにひや
ひやしたことも懐かしい思い出です。この研究開発で得られた技術はアイテック㈱と共同で特許出願するとともに、
現在も企業連携により複合めっき技術の開発に共に取り組んでおります。分散という技術がとりもった福井県のみ
なさまとのご縁に心から感謝申し上げます。また、微粒子の分散でお困りの案件がございましたら、ぜひ産総研福
井サイトにご連絡ください。

お問い合わせ 産総研 福井サイト
福井県工業技術センター　管理棟２階　　TEL: 0776-55-0152

デザイン・インにおける重要なアプローチ

顕在リスク・潜在リスクを洗い出す 品質管理手法を不良対策に活かす

ＤＲ（デザイン・レビュー）の望ましい進め方
　“ 開発時に何回も検証を行っているが問題がなかなか抽出され
ない ”、“ 製品化段階で重大な欠陥が見つかった ”。こんな経験は
ありませんか？
　デザイン・インにおいて重要なアプローチの一つにDRがあり
ます。DRとは、企画から量産に至る開発プロセスの段階毎で、
開発担当だけでなく関係者一同が集まって必要項目を評価し、基
準をクリアすれば次のステップに進む手法を指します。JIS や

ISO といった国際規格でも定義されていますが、正しく機能して
いない企業も多いようです。
　この研修では、中村講師の長年の研究から得られた本来あるべ
きDRの手法について、事例を取り上げて学習します。

リスク対策要件の検討
　新製品開発では、市場動向や競合先の脅威などを把握する必要
があるのは言うまでもありませんが、品質の観点からいえば、製
品化後の不良・クレームや重大な事故を防止するためにも、企画
段階で顕在リスク・潜在リスクを洗い出し、それに対する対策を
検討することも重要です。研修では開発事例を取り上げ、リスク
対策について考えていただきます。

◆リスク対策の着眼点
　・	開発中の類似製品について、他社の開発の歴史はどうか？
　　	（事故や不良は発生していないか？発生していればどんな対
策を取っていたか？）

　・開発期間内のネックとなる事項をどの程度管理しているか？
　・	開発が失敗した場合の危険度や暫定策、回避策をどのように
想定しているか？

　　　　　など

　新製品開発段階からの不良対策にシックス・シグマなどの品質
管理手法を利用する考え方についても学習します。

◆主な品質管理手法

シックス・シグマ
業務プロセス改善の方法論で、品質のバ
ラツキを最小限に抑え、顧客満足の向上
を図る。

コンカレント・
エンジニアリング

新製品開発工程の各プロセスを同時並行
に行う手法。開発時間の短縮、コスト削
減を図ることが可能。

研修を先読み こんなことを学習します

【お問い合わせ先】
人材育成部（中小企業産業大学校）
TEL：0776-41-3775　E-mail：manabi@fisc.jp

中産大 検	索

お申込みはホームページから

第２回 今回ご紹介する研修

QCD革新研究所	所長
中村	茂弘	氏

「源流対策」という観点
で、これまでの研究で
裏付けられた手法を中
心に、品質不良をなく
すためのポイントを伝
授します。社内での実
践も通して、ダントツ
品質を目指すスキルを
身につけましょう。

日　時

対象者

会　場

受講料

研修の特長

平成30年９月５日（水）・６日（木）・
　　　　10月30日（火）各日９：30～16：30

現場管理者、設計担当者

福井県中小企業産業大学校（福井市下六条町16-15）

38,000円	（消費税込）

・開発工程の上流での対策（源流対策）を重視したプログラム
・共同で新製品開発を行っている方に最適
・自社ケースに落とし込み“ダントツ品質”実現の方法を実践的に学ぶ
・最終日にフォローアップ研修（取り組み結果発表と講師フィードバック）を実施

ダントツ品質ものづくり達成セミナー 募集中！

講師からのメッセージ　

中産大通信
今求められる人材育成

中産大（中小企業産業大学校）が近々実施する研修を
ピックアップし、ビジネスの普遍的な原理原則にトレ
ンドを交えながら内容を紹介します。

工程投入前から不良を絶つ正しい “デザイン・イン ”の考え方とは？
職場での実践とフォローアップ付きの３日間コース
　部品メーカーと完成品メーカーが企画・設計段階から共同で開発する「デザイン・イン」を採り入れている企業は少な
くありません。デザイン・インには開発工程全体の効率化や期間短縮といった効果がありますが、開発段階の問題に起因
する品質不良が多いのも実態です。
　この研修では、正しいデザイン・インの考え方に基づき、企画・設計段階から品質不良を絶つための知識や手法を、ケー
ススタディや自社事例（実践）を通して身につけていただきます。

▲中村講師による本
研修の案内（動画）
をご覧ください（中
産大のHPで公開中）


